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冬期休業

2 0 1 7 年
1 月

5日(木)～24日(火)
7日(土),14日(土)

24日(火)
25日(水)～2月1日(水)

授業期間
補講日
授業最終日
試験期間（2月1日は予備日）
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2日(木)～3月31日(金)
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成績公開（Loyola）
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修了者発表
修了証書授与式

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
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26 27 28

※2/2～3/31：春期休業

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
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※3日：ザビエル祭（全学休講）

※12/23～1/4：冬期休業

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

※1日：創立記念日・先哲祭(全学休講)

※2日：全学休講
※23日：勤労感謝の日は実習実施日

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

※10日：体育の日は実習実施日
※31日：ソフィア祭前夜祭（全学休講）
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ガ イ ド ペ ー ジ

行事予定表について

目白聖母キャンパスと四谷キャンパスでは，祝日の授業実施日や補講日，試験期間など授業に関する

日程が異なります。そのため、四谷キャンパス開講の授業を受講する場合は，大学HPの四谷キャンパス

行事予定表を必ず確認してください。

各種問い合わせ先／窓口時間について

目白聖母キャンパス事務センター

03-3950-6151（9:00～11:30，12:30～17:00）土日祝休

各種書類の配布および提出について

学籍（「休学願」「留学願」「退学願」，証明書申請等）および教務（履修登録，履修中止，成績等）関係の各種書類については，一部

を除き四谷キャンパス学事センター（教務）窓口だけでなく，目白聖母キャンパス事務センターでも配布および提出受付を行っていま

す。

その他個別書類の詳細については，目白聖母キャンパス事務センターへ問い合わせてください。

各科目の曜日時限，教室等を確認したい場合には，Loyola －［カリキュラム

履修登録関係］－［時間割］を参照してください。

本学では Web による教学支援システム「Loyola（ロヨラ）」により，履修や成績にかかわる手続きやお知

らせを行っています。

「Loyola」では以下のようなことが可能です。

・Web 上での履修登録や履修中止の申請（窓口で手続きをするものもあります）

・現在の登録状況や過去の成績，単位修得情報等の確認

・休講・補講情報をはじめ，学内掲示板で告知している情報の閲覧

利用方法，操作手順等の詳細については，Loyola – [Home] -「Loyola Handbook（学生）」を参照してください。
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① 学事センター･目白聖母キャンパス事務センターは下記の通りです。時間外の取り扱い

はできません。

月～金 ９：３０～１７：００（除１１：３０～１２：３０）

※土曜・日曜・祝日は休業です（授業日を除く）。

※夏期・冬期の休業中や特別な場合の取扱い時間については，その都度掲示します。

② 証明書自動発行機の稼働時間は９：００～１７：００です。

自動発行機で発行可能な証明書については，p.13を参照してください。

③ 学事センターは，下記の事務を取り扱っています。

「教務」…履修相談，授業，試験，成績に係る事務

「学籍・証明書」…学籍異動（留学・休学・退学），各種変更，在留資格に係る事務

「学費」…学費全般に係る事務

その他の事務部署については，場所，電話番号および事務取扱い内容の一覧を p.22 に掲

載してあります。

大学から学生へのお知らせは Web による教学支援システム「Loyola（ロヨラ）」の掲示によ

って行います。この掲示を見なかったために生じる不利益は学生本人の責任となります。

授業に関する情報（休講，補講，教室，臨時の教室変更，試験やレポートの告知など）や，

緊急を要する重要な掲示等も Loyola で行います。大学が発信する最新の情報を得るためにも，

毎日必ずLoyola掲示板を見るように習慣づけてください。また，紙による掲示を併用する場合

もあります。

Loyola URL : https://scs.cl.sophia.ac.jp/campusweb/campusportal.do

授業についての情報や履修に関する相談は，窓口で問い合わせてください。間違いや誤解が

生じるおそれがあるため，電話では受け付けできません。また，家族等からの連絡についても，

非常時以外は取りつぎを行いません。

台風・大雨など各種の自然災害や事故・ストライキなどによる電車運行停止のため，授業や

定期試験を平常通り行うことができないと判断された場合は，休講または試験日の振替などの

特別措置をとることがあります。特別措置の内容については，大学ホームページ，Loyola，公

式フェイスブックもしくは公式ツイッターでお知らせしますので各自で確認してください。

■個人情報保護について

上智学院個人情報保護への取組みについては下記 URL を参照してください。

http ://www.soph ia .ac . jp/ jpn/top/ in fo/pr i vacypol icy

学校保健安全法に定められた感染症に学生が罹患した場合は，感染拡大を防ぐために所定の

期間，登校禁止となります。もし罹患した場合は，下記のとおり対応してください。

なお，新しい感染症の場合は，特別な措置がとられることがあります。Loyola及びホームペ

注意事項

事 務 取 扱 い

時 間

掲 示

問 い 合 わ せ

公共交通機関

運行停止時の

授業の取扱い

に つ い て

個 人 情 報 の

取 扱 い

感 染 症 に

罹患した場合
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ージの掲示に注意してください。

１．医師の指示に従い，感染の危険がなくなるまで自宅療養する。保健センターに FAX（用紙

は大学ホームページからダウンロード）,Loyola,電話のいずれかで罹患を報告する。

２．大学ホームページ上から「感染症治癒後登校許可証明書」をダウンロードし，登校が許可

されたことを医師に記入してもらう。(登校禁止期間が記載されていれば医療機関発行の様

式でも可)

※ダウンロードできない場合は，保健センターへ用紙を請求してください。

３．登校時，上記証明書原本を保健センターに提出する。各担当教員には証明書の写しを提出

する。

「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」に基づいて，裁判員制度のもとでは，学生は裁

判員の辞退等が認められていますが，裁判員になることを希望する学生の意思を尊重するため，

学生が裁判員に選任された場合（その選任手続を含む）の授業等の出欠について，下記のとお

り取り扱うものといたします。

１．対象となる学生

本学に在籍する学部・大学院の正規生および科目等履修生。（聴講生は含まない）

２．対象となる事由

①裁判員候補として裁判員選任手続のために裁判所へ出向くとき。

②裁判員として裁判に参加するとき。

③補充裁判員として裁判に立会い等をおこなうとき。

３．手続き

学生は，原則として事前に学事センターに申し出て，裁判員選任用所定の欠席届用紙を受取

り，その欠席届とともに，裁判所から送達された文書（「選任手続期日のお知らせ（呼出

状）」）の写しを担当教員に提出し，当該授業を欠席することについて申し出る。また，事後に

は裁判所が発行する証明書類を提示して同教員に報告する。

４．出欠の取り扱い

上記所定の文書による申し出および報告があった場合，本人の不利益とならないよう，教員

側で次のように配慮する。

①授 業：「欠席」扱いとしない。代替措置については担当教員の判断による。

②授業内試験：「欠席」扱いとしない。代替措置については担当教員の判断による。

③定 期 試 験：追試験の対象とする。通常の追試験願を期限までに提出する。

＊参考

学生も裁判員候補者として選ばれるものの，法律により裁判員の辞退を申し出ることがで

きる事由に該当するので，出廷の対応例は次のようになります。

（学生の対応例）

ａ）裁判員の選任手続や裁判員として裁判に参加する。

ｂ）学生という身分で，一般的に辞退する。

ｃ）定期試験時など特定の月や日は辞退する。

（辞退を申し出ることができる主な事由）

・１年間を通じて辞退することができる一般的事由がある…「学生」という身分

・裁判員になることが特に難しい特定の月がある…定期試験時など

・他の期日に行うことができない社会生活上の重要な用務がある場合

裁判員選任等

に伴う授業等

の出欠の取扱

い に つ い て
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授業の開始日・終了日等については巻頭の「2016年度 助産学専攻科行事予定表」で確認し

てください。

学期の期間は下記のとおりです。

春学期：４月 １ 日 ～ ９月２０日

秋学期：９月２１日 ～ ３月３１日

時限 時 間

１ ９ ：１５ ～ １０：４５

２ １１：００ ～ １２：３０

３ １３：３０ ～ １５：００

４ １５：１５ ～ １６：４５

５ １７：００ ～ １８：３０

６ １８：４５ ～ ２０：１５

※この他に，通常の授業日時・時間帯とは異なる形式で，土日や補講期間などに集中的に授業

を行う「集中講義科目」もあります。この場合の授業日時・教室については掲示で別途連絡

します。（時間割上では「集中講義」として記載されています）

授業日数を確保するため特定の祝日にも授業を行うことがあります。

2016年度の該当日は以下のとおりです。

４月２９日（金）昭和の日

１０月１０日（月）体育の日

１１月２３日（水）勤労感謝の日

※助産学専攻科は、１０月１０日、１１月２３日は実習期間です。

授業は行事予定表に示された授業期間に行われますが，公務，出張，学会，病気などによっ

て担当教員が授業できなくなり，休講となる場合もあります。休講は担当教員からの連絡によ

りLoyolaに掲示しますが，当日になって連絡を受けてお知らせする場合もありますので，授業

前に Loyolaを確認する習慣をつけてください。授業開始時間から 30 分経過しても担当教員が

入室しない場合は，学事センターまたは目白聖母キャンパス事務センターに連絡し，その指示

に従ってください。

補講は，春学期と秋学期にそれぞれ設けられている補講日に原則として行いますが，このほ

かにも別日程で行う場合もあります。いずれの場合もLoyolaに掲示をしますので，教室や日時

を確かめて出席してください。

春学期補講日
６月１８日（土）， ７月 ２日（土），
７月１０日（日）， ７月１６日（土）

秋学期補講日
１２月１０日（土），１２月１７日（土），
１月 ７日（土）， １月１４日（土）

１）授業

授 業 期 間

学 期 期 間

授 業 時 間

祝日の授業日

休 講

補 講
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授業は，基本的に Loyola に登録されている教室で行われます。しかし，開講後の受講者の

人数等によって，教室が変更となる場合があります。開講後しばらくは教室の変更が多くあり

ますので，特に注意してください。

また，設備の都合などにより，期間中部分的に臨時で教室が変更となる場合もあります。こ

の場合も，Loyolaに掲示します。

授業を履修するためには，春学期・秋学期ともに，所定の期間内にLoyolaで履修登録手続をする必要があります。

履修登録の際の Loyola の操作手順などは Loyola（Home）に掲載されている「Loyola Handbook（学生）」の該当部分を

参照し，間違いのないよう手続してください。

■春学期登録日程

項 目 期 間 備 考

春学期履修登録
4月 2日(土)10：00～

12日(火)21：00まで

春学期の科目を履修する場合は，必ずこの期間内に Loyolaで履修登録を

行うこと。

春学期

履修登録確認
4月13日(水) Loyolaで，履修登録した結果を確認することができます。

春学期

履修登録修正期間

4月14日(木)10：00～

16日(土)21：00まで
Loyolaで，履修登録した結果を修正することができます。

春学期

履修登録結果確認

（最終）

4月19日(火)13：00～ Loyolaで，修正登録した結果を確認することができます。

■秋学期登録日程

項 目 期 間 備 考

秋学期履修登録
9月21日(水)10：00～

30日(金)21：00まで

秋学期の科目を履修する場合は，必ずこの期間内に Loyola で履修登録

手続を行うこと。

秋学期

履修登録確認
10月 1日(土)～2日(日) Loyolaで，履修登録した結果を確認することができます。

秋学期

履修登録修正期間

10月 3日(月)10：00～

5 日(水)21：00 まで
Loyolaで，履修登録した結果を修正することができます。

秋学期

履修登録結果確認

（最終）

10月 7日(金)13：00～ Loyolaで，修正登録した結果を確認することができます。

２）履修登録

教 室
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■履修計画

履修要綱，シラバスを参考に，必ず指導教員と相談の上，決定してください。シラバスは

Loyolaで確認できます。（カリキュラム履修関係-シラバス参照）

■Loyola の利用について

Web ブラウザを起動し，以下の URL にアクセスしてください。

URL：https://scs.cl.sophia.ac.jp/campusweb/campusportal.do

（本学公式 HP＞在校生の方＞教学支援システム「Loyola」にリンクがあります。）

学内・学外のインターネットに接続可能なコンピュータから利用できます。（プロバイダや

ブラウザの設定によって閲覧できない場合があります。その場合は学内コンピュータルーム

を利用してください）

学内コンピュータルームを利用する場合は，各教室の利用時間を守ってください。

■履修登録の手順

必ず履修登録期間に Loyola より手続きを行ってください。履修登録は，学則に定めるとお

り，所定の期間以外に行うことはできません。（上智大学学則第 50 条「履修しようとする授

業科目は所定の期間に登録しなければならない。」）

Loyola による履修登録では、登録最終日の最終時刻までに登録を完了している必要があり

ます（「履修登録・登録状況紹介」画面にて，「登録完了」ボタンをクリックすることで完了

します）。登録期間内にログインしていても，最終時刻までに「登録完了」ボタンをクリック

していないと履修登録は完了したことにはならないので，注意してください。登録最終日に

コンピュータ，通信環境のトラブルで登録できなかった場合，特例の措置はとりません。余

裕をもって登録を行ってください。

履修登録の最終日は，大変混雑が予想されるため，できれば前日を目処に早めの登録を完了

するよう心がけてください。期間中であれば，「登録完了」ボタンを押した後でも，繰り返し

修正（追加・削除）することが可能です。

履修登録完了後は，登録されている科目に誤りがないかを期間中に必ず確認してください。

最終時刻までの間に，「登録完了」ボタンを押した最後の状況が登録されます。

質問等は，事務取扱い時間内に，学事センター（教務）窓口または目白聖母キャンパス事務

センターへ学生証持参の上，問い合わせてください。なお，電話・メールでの相談は行って

おりません。加えて，電話での Loyola パスワードの問い合わせは本人確認が困難なため，受

付できません。学生証持参の上，必ず来室してください。

※なお、上智大学総合人間科学部 学部共通科目の履修を希望する場合は、履修登録期間中に

必ず学事センター窓口に申し出てください。

履 修 登 録
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履修中止制度は，授業に出席してみたものの，①授業の内容が自分が勉強したいものと違っ

ていた，②授業のスピードについていけるだけの知識が不足していることに気が付いた，③健

康上の理由から履修科目数を減らしたい，といった理由から履修を中止するものです。

履修中止申請はLoyola上で行います。操作手順については，必ずLoyolaのHomeメニューにあ

る「Loyola Handbook（学生）」を参照してください。

履修中止を希望する場合は，必ず所定の期間中に申請を行ってください。

申請後は，随時Loyolaで履修中止の結果が確認できます。申請ミスを防ぐため，履修中止の

手続完了後，履修中止申請期間内に再度，Loyolaで確認してください。

■春学期申請期間

日 時 対 象 科 目

5月9日（月）10：00 ～ 12日（木）21：00まで 春学期前半科目

6月6日（月）10：00 ～ 10日（金）21：00まで 春学期科目・春学期後半科目

■秋学期申請期間

日 時 対 象 科 目

10月24日（月）10：00 ～ 27日（木）21：00まで 秋学期前半科目

12月 5日（月）10：00 ～ 9日（金）21：00まで 秋学期科目・秋学期後半科目

■注意事項

1）必修科目については，履修中止は認められません。

2）修了予定者は，履修登録単位の合計が修了に必要な単位数・要件を満たしているかを各

自で十分に確認した上で履修中止を行ってください。

3）履修中止期間内であればLoyola上での履修中止取消は可能ですが，期間終了後の取消は

一切認められません。ただし，履修中止した科目を翌年度以降登録することは可能です。

Loyola上で，履修中単位数と修得済単位数を合計した累積単位数から不足単位数を参照し，

修了の合否および修了要件の各区分ごとの合否を参照することができます。

履修登録や履修中止申請を行う前に，各自確認のうえ，履修計画を立ててください。

４）修了必要単位の自己判定

３）履修中止

履修中止申請

修了必要単位

の 自 己 判 定
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学力の評価は，担当教員の授業方針によって，試験（筆記・口頭・実技など），レポート，

授業参加の状況その他に基づいて行われます。 成績評価と判定基準は次のとおりです。

判

定

合 格

評価 評点 QPI 内容

Ａ 100～90 点 4.0 特に優れた成績を示したもの

Ｂ 89～80 点 3.0 優れた成績を示したもの

Ｃ 79～70 点 2.0 妥当と認められる成績を示したもの

Ｄ 69～60 点 1.0 合格と認められるための最低限度の成績を示したもの

Ｐ ─── 合格と認められる成績を示したもの

不 合 格

Ｆ 59 点以下 0
合格を「Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ」とする科目において，合格と認

められるに足る成績を示さなかったもの

Ｘ ───
合格を「Ｐ」とする科目において，合格と認められるに

足る成績を示さなかったもの

履 修 中 止 Ｗ ─── 所定の期日までに履修中止の手続きをしたもの

認 定 科 目 Ｎ ─── 修得単位として認定されたもの

各評価の Quality Point Index（=QPI：上表参照）と呼ばれる値に各科目の単位数をかけたも

のが Quality Point となり，Quality Point の総合計を履修登録科目の総単位数で割ったものが

GPA となります。Ｐ（合格=Pass），Ｘ（不合格=Not Pass），W （履修中止=Withdrawal），Ｎ

（認定科目）は計算式に含まれません。

【GPAの計算式】

4.0 × Aの修得単位数＋3.0 × B の修得単位数＋2.0 × Cの修得単位数＋1.0 × Dの修得単位数

履修登録科目の総単位数（W，N，P，Xとして表記された科目を除く）

春学期科目を含んだ累積の成績 ８月２６日（金）～ Loyolaにて公開

秋学期科目を含んだ累積の成績 ２月２４日（金）～ Loyolaにて公開

５）学力の評価

評 価 基 準

G.P.A.

（Grade Point

Average）

成 績 の 確 認
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成績評価について疑問のある場合は，「成績評価確認願」（所定用紙・学事センター備付

け）を下記の提出締切日までに学事センターへ提出してください。その際，必ず成績が確認で

きるもの（Loyola の履修成績照会画面の印刷等）を持参してください。期日を過ぎた場合の

願い出は一切受け付けられません。なお、秋学期科目の提出締切日については、別途 Loyola

で日程を掲示しますので確認してください。

2016年度春学期科目 2016年9月20日（火）まで

2016年度秋学期科目 2017年2月下旬

提出にあたっては，当該科目に自分が臨んだ状況を充分吟味し，A～F の成績評価基準を理

解したうえで，学事センターで配布される記入上の注意をよく読み提出してください。なお，

以下のような理由による提出は受け付けられません。

① 単に再評価・再検討を願い出るもの。

② 担当教員に情状を求めること（卒業や教職免許等の取得に関わる等）。

③ 他の学生との対比上の不満を訴えるもの（友達はB評価だが，なぜ自分はC評価になっ

たのか等）。

④ 評価に疑問がなく，その評価になった理由のみを問い合わせるもの（先生からの講評，

解説がほしい等）。

⑤ 「出席はしました」「試験は受けました」等具体的な内容の記載がないもの。

本学では健全な学術研究の発展と共生のため，「上智大学学術研究倫理に関するガイドライ

ン」や，「上智大学『人を対象とする研究』に関するガイドライン」を定め，研究活動を行う

すべての構成員にその遵守を求めています。

ガイドラインの対象者は，教員，研究員のみならず，大学で研究活動に従事する学生も含み

ます。

大学院生諸君も学問の自由の下に研究活動における自主性が尊重され，真理を探究する権利

を有していますが，同時に研究活動における高い倫理性が求められます。

研究活動のあらゆる局面において捏造，改ざん，盗用等の不正行為を行わないこと，加担しな

いことはもちろんですが，研究，論文作成時の引用への認識不足から，剽窃や盗用とみなされる

方法をとることがないよう，日ごろから文献の引用方法やデータの取り扱い方法等について正し

い知識を身につけるとともに，研究・調査データの適切な記録保存により不正の発生防止のため

の取り組みを行う等，研究者としての自覚を持ち，ふさわしい対応を心掛けてください。

「上智大学学術研究倫理に関するガイドライン」，「上智大学『人を対象とする研究』に関

するガイドライン」は本学公式 HP からも参照できます。必ず一読の上，十分理解したうえで

研究活動を行うよう留意してください。

＞研究活動＞研究活動・研究支援＞学術研究倫理

http://www.sophia.ac.jp/jpn/research/sunivrsc/kenkyurinri

６）学術研究倫理

成 績 評 価

確 認 願
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修了要件は次のとおりです。（詳細は学部学則 94条を参照してください）

① 修業年限を満たす。（休学期間を除く１年間在学する）

② 修了に必要な所定の単位を修得する。（専攻科の定めに従って 34 単位以上修得す

る）

■修了要件をみたすには

修了要件の確認は，学生個人の責任で行われるべきものです。以下を参照し，各自で修了に

必要な科目・単位に不足がないか確認してください。

① 修了要件のページを熟読する。

② 正しく履修登録し，単位を修得する。

③ Loyolaを参照し，修得科目・単位数及び不足単位を確認する。

学生証は上智大学の学生であることを証明するものです。学生生活を送る上で，学内・学外

を問わず提示が必要な場合がありますので，常に携帯してください。

学生証は，いかなる理由があっても他人に貸与，譲渡することはできません。また，退学

等により学籍を失った場合は，本学に返却してください。

■在籍確認シールの貼り替え

学生証は，裏面に在籍確認シールを貼った状態で，はじめて学生証として機能します。在籍

確認シールの有効期限は１年間ですので，1 年を越えて在学する場合は、年度はじめに貼り替

えてください。住所を変更して通学区間が変更になった場合や，定期券の発行控欄が足りな

くなった場合は，学事センター（学籍・証明書）窓口または目白聖母キャンパス事務センター

に申し出てください。

■記載事項に変更がある場合

学生証の記載事項（氏名や生年月日等）に誤りや変更がある場合は，学事センター（学籍・

証明書）窓口または目白聖母キャンパス事務センターに申請してください。

■紛失・汚損・破損してしまった場合

再発行となりますので，「学生証再発行願」（所定用紙）に手数料分の証紙（1,000円）を

購入・ 貼付の上，学事センター（学籍・証明書）窓口に申し込んでください。なお、目白聖

母キャンパス事務センターでも申し込み可能です。

助産学専攻科の修業年限は１年です。（学則第87条)。

在学可能な期間は休学期間を除き 2年を限度とします。（学則第 88条）。

病気，その他のやむを得ない理由で休学しようとする場合は，専攻科主任と相談のうえ，所

定の「休学願」に必要事項を記入して学事センター（学籍・証明書）窓口に提出 してくださ

い。病気により休学する場合は，医師の診断書を添付する必要があります。

７）修了

８）学籍

修 了 要 件

学 生 証

在 学 期 間

休 学
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なお，休学期間は修業年限に含まれないので，休学期間分は修了が延期されます。また，修

了要件を満たしていても，休学している学期は修了することができません。

■期間

休学期間は 1 学期単位（春学期・秋学期）です。休学期間は，通算 1年を超えることはでき

ません。（学則第 93条）

■提出期限

休学期間 提出期限

春学期休学

秋学期休学

4月 1日～9月20日

9月21日～3月31日

5月31日（火）

11月30日（水）

前もって休学の計画がある場合は，休学をする年度または学期が始まる 1ヶ月前に「休学

願」を提出してください。提出期限を過ぎた場合は，どのような理由であっても受理できませ

んので注意してください。郵送による提出の場合，提出期限当日の消印有効です。

■休学中の学費

休学期間中の授業料等学費は減額されます。詳細は学事センター（学費）窓口に問い合わせ

てください。

休学期間が満了した場合は，自動的に復学となるので復学の届出は必要ありません。ただし

下記の場合は，復学を希望する学期が始まる前日までに所定の「復学届」を提出してください。

① 病気により休学した場合。（「医師の診断書」を添付してください）

退学には自主退学と退学を命ぜられるものと 2種類あります。

■期日

退学の期日は学期末日（9月 20 日または 3月 31 日）に限ります。

■自主退学

事情により退学しようとする場合は，専攻科主任と相談のうえ，所定の「退学願」に必要事

項を記入し，原則として希望する退学の期日までに学事センター（学籍・証明書）窓口に学生

証を添付して提出してください。退学を願い出る者はその時期までの授業料等学費を納入済み

でなければなりません。

なお，春学期末日を退学日とする「退学届」を春学期末までに提出し，許可された場合，学

費は減額されます。詳細は学事センター（学費）窓口に問い合わせてください。

■退学を命ぜられるもの

下記の者は退学を命じられます。

① 在学期間（休学期間は含まない）を満たした者。

② 定められた授業料等学費を期限までに納付しない者。（学部学則 64条）

③ 成業の見込みがないと認められる者。

④ 懲戒処分として退学事由のある者。（学部学則第 60条、61条）

復 学

退 学
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下記の変更があった場合は，学事センター（学籍・証明書）窓口に届け出をしてください。

■住所の変更

本人または保証人の住所に変更があった場合は，Loyolaの「学生住所変更」メニューから，

もしくは学事センター（学籍・証明書）窓口備付の「住所変更届」を提出してください。国外

に在住する保証人の住所は Loyola から変更できないため，窓口で「住所変更届」を提出して

ください。（保証人住所を国外に変更できるのは外国籍の学生に限ります。）本人の住所変更

の場合は，学生証裏面の「在籍確認シール」を上記窓口で受け取り，貼り替えてください。

■本人氏名の変更

本人氏名の変更があった場合は，地方自治体発行の「住民票の写し」（本人氏名・性別・生

年月日が記載されたもの。本籍・続柄は不要。）を添付して，窓口備え付けの所定用紙で届け

出をして ください。

■保証人の変更

保証人を変更する場合は，窓口備え付けの所定用紙で届け出をしてください。なお，日本国

外に在住する者を保証人に指定できるのは外国籍の学生に限ります。

■在留資格・期間の報告

外国籍の者で在留期間を更新または在留資格を変更したときは，在留カードのコピーを必ず

提出してください。上記証明書の提出がない場合，LoyolaのID使用停止，奨学金受給資格の喪

失，その他在学する上で不利となる扱いを受けることがあります。

＊在留資格が「留学」の在留期間を更新，または他の在留期間から「留学」の在留資

格に変更を希望する場合は，在留資格変更許可申請及び在留期間更新許可申請様式

の「申請人等作成用1～3」を記入したうえで，学事センター（学籍・証明書）窓口

にて申し込んでください。「所属機関1,2」は学事センターにて作成します。手数料

は200円です。不明な点は学事センター（学籍・証明書）窓口に問い合わせてくださ

い。

そ の 他
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各種証明書は，証明書自動発行機によるものと，窓口申込によるものがあります。証明書の

種類を確認のうえ，目白聖母キャンパスもしくは四谷キャンパスで申込を行ってください。

それぞれの発行手順等は下記のとおりです。

学生証がないと発行できません。証明書自動発行機は在学生のみ利用可能です。

証明書種類 発行手数料 所要日数 備考

在学証明書(和文・英文) 200円

即日

証明書自動発行機の設置場所

四谷キャンパス 2号館４Ｆ

目白聖母キャンパス事務センター内

取扱い時間

月～金 9：00 ～ 17：00

＊行事等で変更する場合は掲示します｡

成績証明書(和文・英文) 200円

修了見込証明書(和文･英文) 200円

学割証 無料

健康診断証明書

(本学所定用紙・和文)
300円

臨時学生証(定期試験期間中

のみ発行可)
500円

証明書自動発行機のアナウンスに従って操作してください。

＊ 修了見込証明書，最終学年の授業開始日以降に発行します。

＊ 健康診断証明書の発行には，保健センターの健康診断を受診している必要があります。

証明書種類 発行手数料 備考

教員免許状取得見込証明書 400円 3 業務日後発行

修了証明書（和文・英文）

300円 月・火申込→同週の金曜日発行

水・木申込→次週の月曜日発行

金 申込→次週の水曜日発行

修業証明書（和文）

授業料等納付金納入証明書

在留資格変更及び在留期間

更新許可申請に係る証明書
200円

学生証再発行 1,000円 即日発行

取扱い窓口： 2号館 1Ｆ学事センター（学籍･証明書）

取扱い時間：月～金 9：30 ～ 11：30，12：30 ～ 17：00

＊行事等で変更する場合は掲示します。

＜手順＞

① 窓口に備付けの申込票に必要事項を記入します。

② 発行手数料分の証紙を証紙販売機で購入し，所定欄に貼付します。

③ 申込票に学生証を添えて窓口に提出してください。申込者には領収票が渡されます。

④ 所要日数経過後，窓口に領収票を提示し，証明書を受け取ります。

９）証明書

証明書自動発

行 機 に よ る

発 行 の も の

窓口申込によ

る発行のもの
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本学学生は，入学時に保険料を支払って全員加入しています。

■保険金が支払われる事故の範囲

正課中，学校行事中，またはその他の理由で学校施設内にいる間に被った急激かつ偶然な外

来の事故による傷害に対して保険金が支払われます。ただし，正課中，学校行事中の事故は平

常の生活ができるようになるまでの実治療日数が1日以上，その他の学校施設内での事故は14

日以上のものが対象となります。また，通学中や学校施設間の移動中の事故（実治療日数4日

以上）も対象となります。

なお，事故が発生した時は速やかに学生センターまで報告してください。詳しくは「学生教

育研究災害傷害保険加入者のしおり」を参照するか，学生センターに問い合わせてください。

学生金庫は本学学生の一時的な緊急出費を支援するための貸付金制度です。最高10,000円の

貸付を1ヶ月を期限に無利子で受けられます。

取扱窓口は学生センターで，本人・連帯保証人（本学学生）とも学生証・印鑑を持参してく

ださい。

※ただし，2・3 月は新規貸付を行いません。

以下の職種に限って，学生センターで紹介しています。

①家庭教師

②官公庁からの求人

③上智大学を勤務先とする求人

なお，他に㈱ナジック・アイ・サポートが運営する「上智大学アルバイト紹介システム」で

アルバイト情報を閲覧できます。

http：//www.aines.net/sophia/

㈱学生情報センター、学生マンション総合案内センター東京駅前店、（株）ジェイ・エス・

ビー・ネットワークに業務委託し，通学に便利で経済的負担の少ない物件を紹介しています。

㈱学生情報センター（新宿店）

TEL 0120-066-749 FAX 03-5909-5790

東京都新宿区西新宿 1-23-1 TK 新都心ビル 4階

学生マンション総合案内センター東京駅前店

TEL 0120-964-067 FAX 03-5204-8503

東京都中央区八重洲 1-3-22 八重洲龍名館ビル 4階

㈱ジェイ・エス・ビー・ネットワーク

TEL 0120-964-142 FAX 03-3344-3666

東京都新宿区西新宿 1-6-1 新宿エルタワー16階

目白聖母キャンパスの遺失物は、目白聖母キャンパス事務センターで、四谷キャンパスの遺

失物は、管財グループ（2 号館 1 階）で保管しています。遺失物を受け取る際には学生証の提

示が必要です。なお，1 ヶ月間引き取りのないものは処分します。電話での問い合わせ・照会

には対応しておりません。Loyolaを通じて該当者へ通知する場合もあります。

ホフマン・ホールにあります。内科医・精神科医による健康相談・専門医療機関への紹介，

看護師による応急処置などを行っています。夜間（月～金 17:00～21:00）の応急処置は，夜間

1０）学生生活の手引き

学生教育研究

災害傷害保険

ア ル バ イ ト

の 紹 介

学 生 金 庫

遺 失 物

ア パ ー ト ・

マ ン シ ョ ン

の 紹 介

保健センター
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救護室（3号館 1階）で行っています。

学生生活の中で出会うさまざまな問題を，専門のカウンセラーと相談できるところです。場

所は10号館 3Ｆです。相談希望の方は予約してください。

学生の進路（就職）に関するガイダンスを開催しているほか，個人相談も行っています。求

人票，卒業生データや内定者による就職活動報告書をキャリアセンターで閲覧できます。

場 所：2号館 1階

開室時間：月～金 9：30～11：30，12：30～17：00

ガイダンススケジュール：

ガイダンス日程はすべて Loyola＞キャリア・就職支援＞ガイダンス情報・申込 にてお知

らせします。

5月, 10月 インターンシップガイダンス

5月～12月 各種ワークショップ，卒業生講演等

12月 第１回総合就職ガイダンス（全６回予定）

12月～ 就職支援プログラム（業界研究，職業研究，エントリーシート・面接対策，

公務員対象，教員対象，技術系対象，外国人留学生対象）

3月～ 学内合同企業研究会，企業セミナー

進路の届出：進路（就職，進学，それ以外等）が決定したら，必ず Loyola から届出を行って

ください。

Loyola＞キャリア・就職支援＞進路決定入力

情報を配信：Twitter にてガイダンス日程等の情報配信を行っています。

上智大学キャリアセンター @Sophia_Career

以下の厚生施設の利用については，管財グループ（2号館1Ｆ，03-3238-3112）まで問い合わ

せてください。

1）秦野セミナーハウス

秦野キャンパス内にある教育研修施設で，教員の引率が必要です。

2）軽井沢セミナーハウス

軽井沢にある教育研修施設で，ゼミ合宿やクラブ活動等に利用できます。

3）河口湖ハイム

河口湖にある自炊の施設で，教員が引率するゼミの利用に限ります。

4）八ヶ岳ヒュッテ

北八ヶ岳の山中にある自炊の山小屋です。

5）宝台樹ヒュッテ

群馬県宝台樹山の一角にある自炊の山小屋です。

コピーカードは図書館1Ｆ，図書館5Ｆ複写室，2号館2Ｆ，2号館4Ｆ，3号館1Ｆ，ホフマン・

ホール3Ｆで販売していますので，各自購入してください。図書館5Ｆの複写室では複写代行サ

ービスや製本も行っております。また、2号館4F，図書館5Ｆ複写室にて USB メモリからのプ

リント・スキャンができます。

複写機の利用

厚 生 施 設 の

利 用

カウンセリング

セ ン タ ー

キ ャ リ ア

セ ン タ ー
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＊オーエーリックス（複写室）図書館 5F TEL/FAX 03-3238-3083

設置場所 台数 備考

中央図書館Ｂ2Ｆ～ 8Ｆ 24
カードコイン併用式，カード式

（ 5Ｆ複写室にカード・コイン併用式あり）

2号館Ｂ2Ｆ・Ｂ1Ｆ・2F・

4F

8
カード・コイン併用式

3号館 1Ｆ～ 4Ｆ 9 カード・コイン併用式

11号館 2，3Ｆ 2 カード・コイン併用式

ホフマン・ホール 3Ｆ
2

2

カード・コイン併用式

カード式印刷機（カード販売機併設）

図書館石神井分館 1 カード・コイン併用式

03-3238- は共通

(TEL) (FAX)

学生センター（経済支援（奨学金）） 3523 4131

学生センター（課外活動，保険，住居, ボランティア，障がい学生支援等） 3525 4131

中央図書館 3510 3139

保健センター 3394 3879

カウンセリングセンター 3559

キャリアセンター 3581 3585

管財グループ 3112 3150

グローバル教育センター 3521 3554

関 係 部 署

電 話 番 号

Ｆ Ａ Ｘ 番 号



助産学専攻科カリキュラム
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１．修了に要する科目，単位数，科目数などの要件

【15年次生以降】

要件項目名
必要

単位数

必要

科目数
備考（上限，その他）

総単位数 34

授業科目

‣必修科目 33

ヒューマンケアリングと倫理 1

助産学概論 1

周産期医学Ⅰ（産科領域） 2

周産期医学Ⅱ（小児科領域） 1

生殖遺伝学 1

母子と家族の心理 1

妊娠期助産診断・技術学 1

分娩期助産診断・技術学 2

産褥期助産診断・技術学 1

新生児助産診断・技術学 1

乳幼児助産診断・技術学 1

周産期技術学 2

健康教育演習 1

産褥期・新生児期実習 1

妊産婦継続事例実習 2

乳児継続事例実習 1

分娩介助実習 5

助産所実習 2

女性のライフサイクルと健康 1

リプロダクティブヘルスサポート論 1

地域連携実践論 1

助産管理学 2

国際助産学 1

‣選択科目 1

思春期支援論 1 (注１)

暴力・虐待防止論 1 （注１）

助産学研究 1

総合人間科学部「学部共通科目」 （注２）

（注１） いずれか１単位以上履修すること。

（注２） 総合人間科学部開講「学部共通科目」の履修を認め、選択科目として修了に必要な単位として算入することができる。

助産学専攻科
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２．授業業科目の編成・単位

科 目 名
単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜助産学基礎領域＞

ヒューマンケアリングと倫理 1

助産学概論 1

周産期医学Ⅰ（産科領域） 2

周産期医学Ⅱ（小児科領域） 1

生殖遺伝学 1

母子と家族の心理 1

＜助産学実践領域＞

妊娠期助産診断・技術学 1

分娩期助産診断・技術学 2

産褥期助産診断・技術学 1

新生児助産診断・技術学 1

乳幼児助産診断・技術学 1

周産期技術学 2

健康教育演習 1

産褥期・新生児期実習 1

妊産婦継続事例実習 2

乳児継続事例実習 1

分娩介助実習 5

助産所実習 2

女性のライフサイクルと健康 1

リプロダクティブヘルスサポート論 1

思春期支援論 １

暴力・虐待防止論 １

科 目 名

単 位 数

必
修

選
必

選
択

＜助産学実践関連領域＞

地域連携実践論 1

助産管理学 2

助産学研究 1

国際助産学 1

＜その他＞

総合人間科学部「学部共通科目」 ※

※選択科目とに必要な単位として算入することができる。

３．履修上の注意

１）助産学専攻科の修了要件は、所定の科目 34 単位以上（必修科目 33 単位、選択科目 1単位以上）を履修すること

とする。

２）助産学専攻科の修了要件を満たすことで、助産師国家試験の受験資格が取得可能である。

３）総合人間科学部「学部共通科目」の履修を認め、選択科目として修了の単位に算入することができる。

４）実習の履修にあたっては、専攻科内で別途履修要件を定める。履修要件については、各年度の初めに開催される専

攻科ガイダンスで説明する。
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４．助産学専攻科のカリキュラム構成

助産学専攻科は、3段階のプログラムだてとなっている。

１）春学期：助産学に係わる基礎的な科目（全て必修科目）を修得する。

２）秋学期：知識と実践を統合する実習科目

（秋学期科目：分娩介助実習、助産所実習）を履修

実習終了後さらに助産学を深める科目を履修

↓

修了必要単位の修得、助産師国家試験受験資格を取得

５．助産学実習履修前提科目

上記４．のカリキュラムだてから考え、秋学期実習を履修するために修得が必要な科目は、春学期の講義・演習科

目全てである。

なお、産褥期・新生児実習は、春学期科目である。このため、春学期全科目の修得ができなかった場合にも履修可

能である。
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６．開講科目一覧表

登 録

コード

開
講
期

科目名
単
位
数

担当教員名

※ *：非常勤教員
備考

HMID1010 春 ヒューマンケアリングと倫理 1
佐 久 間 勉

竹 内 修 一
輪講、春学期前半

HMID1020 春 助産学概論 1 島 田 真理恵 春学期後半

HMID1030 春 周産期医学Ⅰ（産科領域） 2 武 井 弥 生

HMID1031 春 周産期医学Ⅱ（小児科領域） 1 加 部 一 彦 4/28(木)～6/16（木）に実施

HMID1040 秋 生殖遺伝学 1

コ)島 田 真理恵

*小 笹 由 香

*鈴 木 信 行

*高 橋 美佐子

輪講、集中講義

HMID1050 春 母子と家族の心理 1
荻 野 美佐子

横 山 恭 子
輪講、集中講義

HMID1060 春 妊娠期助産診断・技術学 1
島 田 真理恵

稲 田 千 晴
輪講、春学期前半

HMID1070 春 分娩期助産診断・技術学 2
稲 田 千 晴

武 井 弥 生
輪講

HMID1080 春 産褥期助産診断・技術学 1
礒 山 あけみ

稲 田 千 晴
輪講、春学期後半

HMID1090 春 新生児助産診断・技術学 1 *木 下 千 鶴 6/24(金)～7/15(金)の集中講義

HMID1100 春 乳幼児助産診断・技術学 1

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

稲 田 千 晴

輪講、春学期前半

HMID1110 春 周産期技術学 2

コ)磯 山 あけみ

武 井 弥 生

稲 田 千 晴

*齋 藤 有希江

輪講

HMID1120 春 健康教育演習 1

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

稲 田 千 晴

輪講

HMID1130 春 産褥期・新生児期実習 1

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

稲 田 千 晴

HMID1140 通年 妊産婦継続事例実習 2

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

稲 田 千 晴

HMID1150 通年 乳児継続事例実習 1

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

稲 田 千 晴

HMID1160 秋 分娩介助実習 5

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

稲 田 千 晴

HMID1170 秋 助産所実習 2

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

稲 田 千 晴

HMID1180 春 女性のライフサイクルと健康 1

コ)島 田 真理恵

武 井 弥 生

*飯 岡 由紀子

輪講、春学期前半

HMID1190 春 リプロダクティブヘルスサポート論 1

コ)島 田 真理恵

武 井 弥 生

*長 岡 由紀子

輪講、集中講義

HMID6010 秋 思春期支援論 1
*川 島 広 江

奈 須 正 裕
輪講、集中講義

HMID6020 秋 暴力・虐待防止論 1

コ)島 田 真理恵

久 田 満

大 塚 晃

輪講、集中講義
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登 録

コード

開
講
期

科目名
単
位
数

担当教員名

※ *：非常勤教員
備考

HMID1200 春 地域連携実践論 1

コ)西 山 悦 子

島 田 真理恵

田 渕 六 郎

輪講、春学期後半

HMID1210 通年 助産管理学 2

コ)礒 山 あけみ

島 田 真理恵

稲 田 千 晴

*椎 野 まりこ

*畑 涼 子

*山 本 智 美

輪講、集中講義

HMID6030 秋 助産学研究 1

礒 山 あけみ

島 田 真理恵

稲 田 千 晴

輪講、集中講義

HMID1220 秋 国際助産学 1

コ)武 井 弥 生

*粉 川 惠美子

*山 本 志 都

*山 本 真 吾

輪講、集中講義



資 料
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＊外線から電話をかける場合は、以下のとおりです。

四谷キャンパス：03 - 3238 -××××（内線番号）

目白聖母キャンパス：03－3950－××××（内線番号）

看 護 学 科

（四谷）学科事務室 2-1430a（内線3278），（目白）目白聖母キャンパス事務センター 1-101（内線6151）

石 川 ふみよ
(四谷) 2-1623 金 17:00～18:30

事前にメールで予約必要
(目白) 1-416 火 15:15～16:45

草 柳 浩 子
(四谷) 2-1628 火 15:00～16:30

事前に予約必要
(目白) 1-409 月 12:30～13:00

小長谷 百 恵
(四谷) 2-1601 水 9:00～11:00

事前に予約必要
(目白) 未定 木 13:00～14:00

西 山 悦 子
(四谷) 2-1627 火 15:30～16:30

事前にメールで予約必要
(目白) 1-411 木 12:30～13:30

専攻科主任 島 田 真理恵
(四谷) 2-1624 水 12:30～13:30

事前に予約必要
(目白) 2-313 木 12:30～13:30

学科長 塚 本 尚 子
(四谷) 2-1602 月 12:30～15:00

事前にメールで予約必要
(目白) 1-410 火 12:30～13:30

礒 山 あけみ
(四谷) 2-1622 水 12:30～13:30

事前にメールで予約必要
(目白) 未定 木 12:30～13:30

小 髙 恵 実
(四谷) 2-1626 火 15:00～17:00

事前にメールで予約必要
(目白) 1-406 金 10:00～12:00

武 井 弥 生
(四谷) 2-1629 水 9:00～10:00

事前に予約必要
(目白) 1-408 木 15:00～16:00

渡 邊 知 映
(四谷) 2-1621 水 10:00～12:00

事前にメールで予約必要
(目白) 1-417 金 15:00～17:00

金久保 愛 子 (目白) 1-413 火 12:30～13:30 事前にメールで予約必要

教員研究室・事務室
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事務関係 ※電話番号は内線番号です。外線からかける場合は「03-3238-××××（内線番号）」としてください。

学事センター 教務（履修登録，時間割，試験，成績管理，(教

務システム)「Loyola」の問い合わせ等）
２号館－１Ｆ 内線 3515

学籍・証明書（各種証明書，学生証再発行，住

所変更，氏名変更，保証人変更，休学，退学，

復学等）

２号館－１Ｆ 3519

学費 ２号館－１Ｆ 3195

目白聖母キャンパス事務セ

ンター

目白聖母キャンパス、看護学科･看護学専攻、
助産学専攻科に関わる事務

目白聖母キャンパス

1号館－1Ｆ
03-3950-6151

課程センター 教職課程，学芸員課程等 ２号館－１Ｆ 3520

入学センター 学部入試（一般入試，推薦入試，編入学試験

等）・専攻科入試 ２号館－１Ｆ
3167

大学院入試 3517

グローバル教育センター 交換留学の派遣・受入，海外短期語学講座・研

修，国費留学生等
２号館－１Ｆ 3521

学生センター 奨学金

２号館－１Ｆ

3523

課外活動，学生教育研究災害傷害保険，寮・ア

パート，アルバイト，ボランティア・ビューロ

ー，実習定期，託児室，障がい学生支援等

3525

保健センター 健康診断・健康診断証明書・健康についての相

談，応急処置
ホフマン・ホール２Ｆ 3394

カウンセリングセンター 学生生活に関する相談・リーフレットの配布 10号館－３Ｆ 3559

キャリアセンター 就職・インターンに関する情報提供，相談 ２号館－１Ｆ 3581

図書館 閲覧・貸出
Ｌ号館－１Ｆ

3510

レファレンス 3507

総合メディアセンター コンピュータ利用，e-Learning，メール，ネッ

トワーク等の利用相談，各種申請

http://ccweb.cc.sophia.ac.jp の「利用ガイド」を参照

２号館－３Ｆ 3101

管財グループ (2号館 1階) 物品貸出，遺失物，会議室の申込，セミナーハ

ウス，ヒュッテの申込等 ２号館－１Ｆ
3112

清掃，廃棄物処理等 3141

管財グループ (13号館 4階) 施設管理，防犯防災等 13号館－４Ｆ 3143

資金グループ 出納 13号館－４Ｆ 3186

カトリックセンター ミサ，聖書講座，講演会などキリスト教に関す

るさまざまな活動及び相談
２号館－１Ｆ 4161

そ の 他

正門守衛所 正門前 3000

紀伊國屋書店 書籍等の販売 ２号館－Ｂ１Ｆ 3092

パティネ・スポーツ スポーツ・ウエア等の販売 ２号館－Ｂ１Ｆ 4103

本学の施設
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目白聖母キャンパス
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四谷キャンパス

１・３・４・８・９号館
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２号館
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中央図書館・総合研究棟（Ｌ号館）

１０号館
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１１号館・上智紀尾井坂ビル
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１１号館
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１２号館
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クルップホール・マシンホール
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中央図書館・総合研究棟

９Ｆ 中央書庫（専門・研究図書，大型本，ピーター・ミルワードコレクション），閲覧席

上智大学史資料室，会議室

８Ｆ 中央書庫（専門・研究図書，研究所所蔵図書），閲覧席

中世思想研究所，キリスト教文化研究所，キリシタン文庫，会議室，研究個室

７Ｆ 中央書庫（専門・研究図書，和装本，EU 情報センター資料，研究所所蔵図書），

閲覧席

フランス文学研究室，フランス語研究室，アメリカ・カナダ研究所，グローバル・コン

サーン研究所，哲学研究室，英米文学研究室，英語研究室，ヨーロッパ研究所，

EU情報センター，神学研究科研究室，研究個室

６Ｆ 中央書庫（専門・研究図書，研究所所蔵図書），閲覧席

イベロアメリカ研究所，国文学研究室，教育学研究室，グローバル社会専攻研究

室，ドイツ文学研究室，アジア文化研究所，大学院地球環境学研究室，会議室

５Ｆ 中央書庫（専門・研究図書），閲覧席

社会学研究室，社会福祉研究室，言語学研究室，国際言語情報研究所，史学研

究室，経済学研究室，看護学専攻院生用研究室，複写サービス室，会議室，研究

個室，スタッフ用印刷室

４Ｆ 中央書庫（専門・研究図書）， 閲覧席

法学研究室，国際関係論研究室, ロシア語研究室，新聞学研究室，文化交渉学

研究室，看護学研究室，地球環境研究所，地域研究専攻研究室，新カトリック大

事典編纂事務局，会議室，研究個室

３Ｆ 雑誌書庫（人文・社会系雑誌バックナンバー），新聞書庫（新聞バックナンバー），

大学紀要，閲覧席，共同研究室

地球環境学研究科研究室，研究個室，職員ラウンジ

２Ｆ 専門・研究図書（理工系），雑誌書庫（理工系雑誌バックナンバー），理工系新着

雑誌，レファレンス資料（理工系），閲覧席，コンピュータールーム L1・L2，OPAC

コーナー

図書館事務室（館長室），モニュメンタ・ニポニカ

１Ｆ OPAC コーナー，カード目録，レファレンス資料（人文・社会系），新着図書展示書

架，人文・社会系新着雑誌，新聞コーナー，閲覧席，貸出カウンター，レファレンス

カウンター，AV コーナー，展示コーナー

図書館事務室（総務・雑誌・選書・図書・レファレンス・閲覧）

Ｂ１ 学部学生用図書，閲覧席，ラーニング・コモンズ，グループ学習室，学生ラウンジ，

拡大読書機室

Ｂ２ 学部学生用図書，閲覧席

図書館事務室（システム室），集密書庫
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目白聖母キャンパス教室

１号館
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２号館
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市谷キャンパス教室

本館

<1階>

<2階>

研究棟

<1階>



上智大学学則（抄）



─ 40 ─

（平成２８年４月１日改正施行予定）

上智大学学則全文は，公式ホームページに公開しています。

第１章 設立目的及び使命

第１条 上智大学（以下「本学」という。）は，イエズス会の設立にかかり，その法的設置者は学校法人上智学院である。

第２条 本学は，カトリシズムの精神にのっとり，学術の中心として，真理を探求し，広い知識と深い専門の学芸を教授

し，知的，道徳的及び応用的能力の展開による人間形成につとめ，有能な社会の先導者を育成するとともに，文化の発

展と人類の福祉に寄与することを目的とする。

第３条 本学は，教育研究水準の向上を図り，その目的及び社会的使命を達成するため，教育研究活動の状況について自

己点検及び評価を実施するものとする。

２ 自己点検及び評価の実施体制並びに方法については，別に定める。

３ 本学は，教授法や授業運営などの改善や教育活動にかかる知識・技能・能力の獲得又は向上を組織的に支援するため

にファカルティ・ディベロップメント活動を実施するものとする。

４ ファカルティ・ディベロップメント活動の実施体制並びに方法については，別に定める。

第２章 大学の組織

第４条 教育研究上の基本組織として，本学に次の学部学科を置く。

神 学 部 神学科

文 学 部 哲学科，史学科，国文学科，英文学科，ドイツ文学科，

フランス文学科，新聞学科

総 合 人 間 科 学 部 教育学科，心理学科，社会学科，社会福祉学科，

看護学科

法 学 部 法律学科，国際関係法学科，地球環境法学科

経 済 学 部 経済学科，経営学科

外 国 語 学 部 英語学科，ドイツ語学科，フランス語学科，

イスパニア語学科，ロシア語学科，ポルトガル語学科

総 合 グ ロ ー バ ル 学 部 総合グローバル学科

国 際 教 養 学 部 国際教養学科

理 工 学 部 物質生命理工学科，機能創造理工学科，情報理工学科

電気・電子工学科

ただし，理工学部電気・電子工学科については，第２４条に定める入学者の募集を停止する。

２ 学生の履修上の区分に応じて，副専攻及び研究室等を置くことができる。これに関する事項については，別に定める。

３ 各学部に共通する言語教育を行うために，言語教育研究センターを置く。言語教育研究センターに関する事項につい

ては，別に定める。

４ 本学の教育のグローバル化を促進するため，グローバル教育センターを置く。グローバル教育センターに関する事項

については，別に定める。

５ 第１項に定める学部及び学科ごとの教育研究上の目的及び人材の養成に関する目的については，第２条に定める各学

部共通の目的のほか，各学部の設置趣旨に基づき，別に定める。

第５条 本学に大学院を置く。

２ 大学院の学則は，別に定める。

第６条 本学に図書館，研究機構，センターその他の附属教育研究機関を置く。これに関する事項については，別に定め

る。

上智大学学則（抄）
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第６章 修業年限，学年，学期及び休業日

第１３条 本学の修業年限は，本規程に特別の定めのある場合を除いては４年とする。

第１４条 学年は，４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

第１５条 学期は，学年を分けて，春学期および秋学期とし，それぞれ次の期間とする。

春学期 ４月１日から９月２０日まで

秋学期 ９月２１日から翌年３月３１日まで

第１７条 授業休業日は，次のとおりとする。

ただし，第６号から第８号の授業休業期間の始期及び終期は，年度により別に定める。

（1）土曜日

（2）日曜日

（3）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

（4）創立記念日（１１月１日）

（5）聖ザビエルの祝日（１２月３日）

（6）春期休業

（7）夏期休業

（8）冬期休業

２ 学長は必要に応じ，前項各号以外の日を臨時に授業休業日とすることができる。

３ 学長は必要に応じ，第１項各号に定める授業休業日を，授業日（補講日及び集中講義期間を含む）とすることができ

る。

第７章 授業科目及び単位

第１９条 授業科目の種類は，全学共通科目，語学科目及び学科科目とし，各々を必修科目，選択科目及び自由科目に区

分する。

２ 授業科目の編成は，別に定める。

３ 前項で定めるもののほか，学長は臨時に授業科目を開設することができる。

第２０条 授業科目を履修する場合，その授業に出席し，かつ，試験に合格した者には，その授業科目所定の単位を与え

る。

２ 授業科目の単位は，前条別に定めるところによる。

第２２条 授業科目の単位数は，１単位履修に４５時間の学修を要することを標準とし，次の基準によって授業時間に対

応した単位数を計算する。

（1）講義及び演習については，１５時間から３０時間の授業をもって１単位とする。

（2）実験，実習及び実技については，３０時間から４５時間の授業をもって１単位とする。

２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究等については，これらの学修の成果を評価し，単位を付与することが

適切と認められた場合にはこれらに必要な学修等を考慮して，単位数を定めることができる。

３ １単位の計算基礎となる授業時間については，学長がこれを決定する。

第８章 入学，編入学，転部科，休学，留学，退学及び再入学

第２３条 入学時期は，学期の初めとする。

第２４条 本学は，次の各号の一に該当する者につき選考の上，入学を許可する。

（1）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

（2）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

（3）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
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（4）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

（5）文部科学大臣の指定した者

（6）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者

（7）その他相当の年齢に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると本学が認めた者

２ 入学の許可は，学長がこれを決定する。

第２５条 本学への入学を志願する者は，所定の入学検定料を納入し，入学願書に次の書類を添えて，指定の期日までに

願い出なければならない。

（1）出身高等学校長から提出される調査書又は成績証明書，認定試験合格者はその合格証明書及び合格成績証明書，国

際バカロレア資格を有する者は，ＩＢディプロマ及び成績評価証明書

（2）その他必要書類

２ 既納の入学検定料は，返還しない。

第２６条 前条の入学志願者については，別に定めるところにより，選考を行う。

第２７条 前条に基づき入学を許可された者は，次の書類に入学納付金を添えて，指定の期日までに提出しなければなら

ない。

（1）保証人連署の誓約書

（2）地方自治体の発行する「住民票の写し」（日本国籍以外の国籍を有する者は，「住民票の写し」及び在留カードの

写し）

（3）出身高等学校等の卒業（修了）証明書

（4）その他必要書類

第２８条 保証人は，日本国内に居住し，一家計を立てる成年者で，入学者の学費と一身上に関する一切の責任を負うこ

とができる者で，原則として父母とする。ただし，日本国籍を有さない者については，国外に居住する者でも許可する。

第２９条 本学を卒業又は中途退学し，再び入学しようとする者については，別に定める。

第３０条 他の大学等（外国の大学，短期大学等を含む。）から本学に編入学を希望する者については，選考によって入

学を許可することができる。

２ 編入学者に関する事項については，別に定める。

第３１条 他学部，他学科への転部科を希望する者については，選考によって許可することができる。

２ 転部科に関する事項は別に定める。

第３２条 病気その他のやむを得ない理由で休学しようとする者は，その理由を詳記した休学願を提出し，学長の許可を

受けなければならない。この場合において，病気のために休学する者は，医師の診断書を添えなければならない。

２ 休学の期間は，１学期又は１学年を区分とし，連続２年，通算４年を超えることができない。

３ 許可された休学期間が満了した場合は，復学となる。ただし，病気によって休学の許可を受けた者は，医師の診断書

を添えた所定の復学届を提出しなければならない。

４ 休学期間中に休学の事由がやみ，復学しようとする者は，所定の復学届を提出しなければならない。

第３３条 本学との間に協定がある国外大学か，又は学長が許可した学位授与権をもつ国外大学に留学を希望する者があ

る場合，審査の上，本人の教育上有益であると認められたときは，これを許可することができる。

２ 留学に関する事項は別に定める。

３ 留学期間中に修得した単位の換算及び認定については別に定める。

第３４条 本学が教育上有益と認めるときは，在学中に他の大学若しくは短期大学において履修した授業科目について修

得した単位（留学中に修得した単位を含む。）及び文部科学大臣が別に定める学修のうち，本学の授業科目に相当する

と認められる単位を，４０単位を超えない範囲で本学において修得したものとみなすことができる。

２ 本学が教育上有益と認めるときは，本学へ入学前に大学若しくは短期大学等において履修した授業科目について修得

した単位及び文部科学大臣が別に定める学修のうち，本学の授業科目に相当すると認められる単位を，編入学の場合を

除き，３０単位を超えない範囲で本学において修得したものとみなすことができる。

３ 前２項により，本学において修得したものとみなすことができる単位は，６０単位を超えないものとする。

４ 第１項及び第２項において，上智社会福祉専門学校において修得した単位を本学において修得したものとみなすこと

ができる。
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５ 他の大学及び短期大学等並びに上智社会福祉専門学校での履修及び修得した単位の認定については別に定める。

第３８条 本学に在学する年数は，８年を超えることができない。

２ 前項の在学年数には，休学期間を含まないものとする。

第３９条 退学しようとする者は，所定の様式による退学願を学生証とともに提出し，学長の許可を受けなければならな

い。

２ 退学を願い出る者は，その時期までの授業料等を完納しなければならない。

第４０条 連続する２か年において，学部学科が指定する授業科目を含む３２単位以上を修得できない者については，学

長が退学を決定する。

第９章 履修及び登録

第４１条 全学共通科目については，体育２単位を必修とし，合計２６単位を修得しなければならない。

２ 第１項にかかわらず，総合人間科学部看護学科にあっては，外国語８単位，及び体育２単位を必修とし，合計３０単

位を修得しなければならない。

３ 第１項にかかわらず，文学部英文学科，外国語学部英語学科及び国際教養学部にあっては，体育２単位を必修とし，

合計２２単位を修得しなければならない。

４ 全学共通科目は，必修単位を除き，学科により教育上必要があるときは，学長の決定により，学科科目の単位に充当

することができる。ただし，国際教養学部を除く学部にあっては，充当できる単位の上限を１２単位とする。

５ 学科科目のうち，所定の学科科目については，全学共通科目（必修を除く）の単位に充当することができる。ただし，

国際教養学部を除く学部にあっては，充当できる単位の上限を４単位とする。

第４１条の２ 語学科目は，外国語（英語）４単位を必修とする。ただし，文学部英文学科，外国語学部英語学科及び国

際教養学部にあっては，外国語８単位を必修とする。

２ 語学科目は，必修単位を除き，全学共通科目（必修を除く）の単位に充当することができる。ただし，国際教養学部

を除く学部にあっては，充当できる単位の上限を８単位とする。

３ 語学科目は，必修単位を除き，学科により教育上必要があるときは，学長の決定により，学科科目の単位に充当する

ことができる。

４ 第１項から第３項については，総合人間科学部看護学科には適用しない。

第４１条の３ 学科により教育上必要があるときは，大学院研究科が指定した科目の範囲内で，別に定めるところにより

大学院開設科目の履修を認めることがある。この場合において，当該科目の修得単位は卒業に必要な単位としては算入

できないものとする。

第４２条 学科科目については，各学科所定の最低基準以上の単位を修得しなければならない。

２ 前項の最低基準は，必修科目及び選択科目をあわせて９４単位以上でなければならない。

３ 前項の科目のうち，各学科所定の範囲内における単位を，他学科で開講される学科科目の単位で代えることができる。

第４５条 教員の資格を得ようとする者は，教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）及び教育職員免許法施行規則

（昭和２９年文部省令第２６号）にのっとり，別に定める教職課程所定の科目を履修し，その単位を修得しなければな

らない。

２ 本学の学部，学科において取得できる教育職員免許状の種類は，別表第２(略)の定めるところによる。

第４６条 教職に関する科目の単位（ただし，教育実習を除く。）は，あらかじめ各学部学科の定めるところに従い，学

科科目における選択科目の単位として計算することができる。

第４７条 学芸員の資格を得ようとする者は，第１９条別表第２(略)に定める学芸員課程所定の科目を履修し，その単位

を修得しなければならない。

２ 学芸員に関する科目の単位（ただし，博物館実習を除く。）は，あらかじめ各学部学科の定めるところに従い，学科

科目における選択科目の単位として計算することができる。

第４９条 卒業論文については，あらかじめ各学部学科の定めるところに従い，期日までに提出しなければならない。

第５０条 履修しようとする授業科目は，所定の期間に登録しなければならない。
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第１０章 試験及び卒業

第５２条 定期試験は大学が定める期間に行う。

第５４条 病気その他やむをえない事情で定期試験を受けることができなかったと認められる者は，別に定める追試験料

を納付の上，追試験を受けることができる。

第５５条 授業科目の成績評価は，上位よりＡ（１００～９０点），Ｂ（８９～８０点），Ｃ（７９～７０点），Ｄ（６

９～６０点），Ｆ（５９点以下），Ｐ，Ｘ，Ｉの評語をもって表示し，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｐを合格，Ｆ及びＸを不合格，

Ｉを評価保留とする。

２ 前項にかかわらず，履修中止科目をＷ，認定科目をＮと表示する。

３ 第１項の成績評価による学業結果を総合的に判断する指標として，総合平均点（いわゆるＧｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ

Ａｖｅｒａｇｅに相当するもの。以下「ＧＰＡ」という。）を用いる。

４ 前項に定めるＧＰＡは，成績評価のうち，Ａにつき４．０，Ｂにつき３．０，Ｃにつき２．０，Ｄにつき１．０，Ｆ

につき０をそれぞれ評価点として与え，各授業科目の評価点にその単位数を乗じて得た積の合計を，登録科目（Ｗ，Ｎ，

Ｐ，Ｘ，Ｉとして表示された科目を除く）の総単位数で除して算出する。

第５７条 第１３条に定める修業年限を満たし，卒業に必要な所定の授業科目の単位を修得した者については，学長が卒

業を認定する。

２ 卒業の期日は，毎年３月３１日又は９月２０日とする。

３ 卒業に必要な単位は，１２４単位を下限として，学部学科別に次のとおりとする。(略)

第５７条の２ 本学に３年以上在学し，前条第１項に定める単位を修得し，かつ当該単位を優秀な成績をもって修得し

た者が第１３条に定める修業年限に満たない卒業（以下，「早期卒業」という）を希望する場合は，学長が卒業を認

定することができる。

２ 早期卒業の有無及び早期卒業に関し必要な事項は，学部ないし学科ごとに別に定める。

３ 前条第２項は，早期卒業についてもこれを準用する。

第５８条 学長は，前２条の規定により卒業を認定した者に対し，学士の学位を授与する。

２ 学位には学部学科別に次の専攻分野(略)の名称を付記する。

第１１章 賞罰

第５９条 人物及び学術優秀な学生は，選考によって学長が授賞する。

第６０条 本学学生としてその本分に反した行為があったと認められたときは，その軽重に従い，退学，停学又は訓告処

分とする。

２ 前項の処分は，学長が行う。

第６１条 次の各号のいずれかに該当する者は，学長の決定により退学させる。

（1）著しく性行不良で改善の見込みがないと認められた者

（2）学内の秩序を乱した者

（3）大学の名誉を著しく毀損した者

（4）その他本学に在学させることが不適当と認められた者

第１２章 納付金及び授業料等

第６２条 第２７条に定める入学に必要な納付金は，別表第３(略)のとおりとする。

第６３条 学生は，別表第３(略)の授業料等納付金を所定の期限内に全納しなければならない。ただし，所定の手続きに

よって分納することができる。

第６４条 前条の授業料等納付金を所定の期日までに納付しない者は，退学させる。

第６５条 休学，留学等の授業料等納付金については，別表第３(略)のとおりとする。

第６６条 既納の授業料等諸納付金は，返還しない。
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第１３章 奨学

第６７条 本学は，学資金を給与又は貸与し，若しくは授業料の全額又は一部を免除することがある。

２ 奨学制度に関する事項は，別に定める。

第６８条 在学生及び卒業生から選抜した者を奨学生として海外に留学させることがある。

第１４章 交換留学生，特別聴講生，科目等履修生及び聴講生

第６９条 本学は，国外大学との学生交流協定に基づき，交換留学生の受入を許可することができる。

第７０条 本学は，国内大学との単位互換協定に基づき，特別聴講生の受入を許可することができる。

第７１条 本学は，本学に在学する者以外で一又は複数の授業科目を履修する者（以下「科目等履修生」という。）の受

入を許可し，単位を与えることができる。

２ 科目等履修生の受入許可及び単位の付与については，別に定める。

第７２条 本学所定の授業科目中一又は複数の授業科目の聴講を願い出る者があるときは，一般の授業に支障のない場合

に限り選考の上，聴講生として聴講を許可することができる。

２ 聴講に関する事項は，別に定める。

第１６章 学生の生活指導と課程外教育及び健康管理

第７７条 本学は，学生の個人及び集団の生活指導と課程外の教育とのための諸機関を設ける。

第７８条 本学は，学生及び教職員の健康を管理するため保健センターを置く。

２ 保健センターに関する事項は，別に定める。

第７９条 学生は，学年ごとに保健センターにおいて健康診断を受けなければならない。

第８０条 学生は，傷病の際，保健センターを利用することができる。

第１７章 学生寮

第８１条 本学は，本学の教育理念にのっとり，共同生活を通じ学生を訓育するため，附属学生寮を置く。

２ 学生寮に関する事項は，別に定める。

第１８章 公開講座及び各種講習会等

第８２条 本学は，文化向上，成人教育その他の諸研究教育活動のために，公開講座，講習会等を開設することができる。

２ 前項に関する事項は，別に定める。

第１９章 助産学専攻科

（設置）

第８３条 本学に，助産学専攻科（以下「専攻科」という。）を置く。

（目的･資格）

第８４条 専攻科は，本学教育理念のもと，４年制大学における看護基礎教育の上に，助産に関する最新の知識と技術を

教授，研究し，もって母子保健の発展向上に寄与することのできる助産師を育成することを目的とする。

２ 専攻科において取得できる資格は次のとおりとする。

助産師国家試験受験資格

（学生定員）
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第８５条 専攻科の学生定員は，次のとおりとする。

入学定員 １０名

収容定員 １０名

（専攻科主任）

第８６条 専攻科に専攻科主任を置く。

（修業年限）

第８７条 専攻科の修業年限は，１年とする。

（在学年限）

第８８条 専攻科学生は，２年を超えて在学することはできない。

（入学資格）

第８９条 専攻科に入学することができる者は，看護師資格を有するまたは看護師国家試験受験資格を有する者で，次の

各号の一に該当する者とする。

（１）大学を卒業した者

（２）学士の学位を授与された者

（３）外国において，学校教育における１６年の課程を修了した者

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における

１６年の課程を修了した者

（５）我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了したとされ

るものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学

大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

（７）文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号）

（入学の出願）

第９０条 入学を志願する者は，指定の期日までに入学検定料を納付し，本学所定の書類を提出しなければならない。提

出の時期，方法，提出すべき書類等については別に定める。

２ 既納の入学検定料は，返還しない。

（入学手続き及び入学許可）

第９１条 前条の選考に基づき合格の通知を受けた者は所定の期日までに誓約書その他本学所定の書類を提出するととも

に，入学に必要な所定の納付金を納めなければならない。

（教育課程及び履修方法）

第９２条 専攻科の授業科目及びその単位数並びに履修方法については，別に定める。

（休学期間）

第９３条 専攻科の休学期間は，１年を超えることはできない。

２ 休学期間は，第８８条の在学年限に算入しない。

（修了）

第９４条 本学の専攻科に１年以上在学し，別に定めるところにより３４単位以上を修得した学生については，教授会の

議を経て，学長が修了を認定する。

２ 学長は，前項の規定により修了を認定された者に，修了証書を授与する。

３ 修了の期日は，毎年３月３１日とする。

（専攻科の入学金，授業料その他の費用）

第９５条 第９１条に定める入学に必要な納付金は学則別表第３(略)のとおりとする。

（規定の準用）

第９６条 専攻科に関し本章に定めるもののほか次の規定を準用する。

１４条，１５条，１７条，２０条，２２条，第２３条，第２８条，第３２条１項，３項，４項，第３９条，５０条から

５５条，第１１章，６３条から６７条，１６章，１７章。
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第２０章 雑則

第９７条 本学則に掲げる諸条項を実施するに当たり，必要ある場合は，細則を別に定めることができる。

附 則

１ 本学則は，２０１６年（平成２８年）４月１日から改正，施行する。

２ この改正前の学生に係わる第５７条の適用については，なお従前の例による。

〔収容定員の変更〕

〔学部学科別卒業所要単位表改正〕

〔学費改定〕

〔授業科目の編成を別に定めることに伴う別表第２の削除並びに別表第３及び第４の繰上げ〕

別表第１～第３(略)



春学期はすべて必修科目 2016年度 上智大学 助産学専攻科 時間割 春学期
担当者名の記号 ★：兼担教員、☆：兼任教員
担当者名は、助産学専攻科選任教員を除く
4月 5月 7月

11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25

月 １
地域連携実践論
（★西山）

地域連携実践論
（★西山）

地域連携実践論
（★西山）

地域連携実践論
（★田渕）

地域連携実践論
（★田渕）

地域連携実践論
（★田渕）

地域連携実践論

<1 2 3 4 5 6 7>
2 乳幼児助産診断技術学 産褥期助産診断技術学

＜１ 2 3 4 5 6 7> <1 2 3 4 5 6 7>

3 分娩期助産診断技術学
分娩期助産診断技
術学（★武井）

分娩期助産診断技
術学（★武井）

＜1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14＞
4 妊娠期助産診断技術学 助産学概論

＜1 2 3 4 5 6 7> <１ 2 3 4 5 6 7>
5

12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26

火 1

2

3

4

5

13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 6 13 20 27

１
母子と家族の心理
（★荻野）

母子と家族の心理
（★荻野）

母子と家族の心理
（★荻野）

母子と家族の心理
（★横山）

＜１ 2 4 6

2
母子と家族の心理
（★荻野）

母子と家族の心理
（★荻野）

母子と家族の心理
（★横山）

3 5 7＞
3

4

5

14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28

1

2 周産期医学Ⅰ（★武井） 周産期医学Ⅰ（★武井）

＜１ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14＞

3
周産期医学Ⅱ
（☆加部）

周産期医学Ⅱ
（☆加部）

周産期医学Ⅱ
（☆加部）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽｻ
ﾎﾟｰﾄ（☆長岡）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽｻ
ﾎﾟｰﾄ（☆長岡）

<1 2（休講） 3 4 5 6 7> 5/12の補講 4 6

4
ﾋｭｰﾏﾝｹｱﾘﾝｸﾞと倫
理（★佐久間）

ﾋｭｰﾏﾝｹｱﾘﾝｸﾞと倫
理（★佐久間）

ﾋｭｰﾏﾝｹｱﾘﾝｸﾞと倫
理（★佐久間）

ﾋｭｰﾏﾝｹｱﾘﾝｸﾞと倫
理（★竹内）

ﾋｭｰﾏﾝｹｱﾘﾝｸﾞと倫
理（★竹内）

ﾋｭｰﾏﾝｹｱﾘﾝｸﾞと倫
理（★竹内）

ﾋｭｰﾏﾝｹｱﾘﾝｸﾞと倫
理（★竹内）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽｻ
ﾎﾟｰﾄ(島田）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽｻ
ﾎﾟｰﾄ（島田）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽｻ
ﾎﾟｰﾄ（★武井）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽｻ
ﾎﾟｰﾄ（☆長岡）

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽｻ
ﾎﾟｰﾄ（☆長岡）

＜１ 2 3 4 5 6 7＞ ＜1 2 3 5 7>
5

15 22 29（昭和の日） 6 13 20 27 3 10 17 24 1 8 15 22 29

金 1 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習 健康教育演習
新生児助産診断技
術学（☆木下）

新生児助産診断技
術学（☆木下）

新生児助産診断技
術学（☆木下）

新生児助産診断技
術学（☆木下）

＜１ 2 3 4 5 6 7 8 9 11 ＜１ 3 5 7＞

2
女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙと
健康

女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙと
健康

女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙと
健康（★武井）

女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙと
健康

女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙと
健康（☆飯岡）

女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙと
健康（☆飯岡）

女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙと
健康（☆飯岡）

健康教育演習 健康教育演習
新生児助産診断技
術学（☆木下）

新生児助産診断技
術学（☆木下）

新生児助産診断技
術学（☆木下）

＜１ 2 3 4 5 6 7> 10 12 2 4 6

3 助産管理学 助産管理学 助産管理学 助産管理学 助産管理学(☆畑）
助産管理学
（☆椎野）

助産管理学
（☆山本）

健康教育演習 周産期技術学 周産期技術学
周産期技術学
（☆齋藤）

周産期技術学
（★武井）

＜１ 2 3 4 5 6 7 8＞ 13 19 22 25 28

4 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 健康教育演習 周産期技術学 周産期技術学
周産期技術学
（☆齋藤）

周産期技術学
（★武井）

＜1 3 5 7 9 11 13 15 17 14＞ 20 23 26 29

5 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学 周産期技術学
周産期技術学
（☆齋藤）

周産期技術学
（★武井）

2 4 6 8 10 12 14 16 18 21 24 27 30＞
16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30

土 1
2
3
4

乳児継続事例実習 7/10(日）：補講日

妊産婦継続事例実習

産褥期・新生児期実習

木

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

実習

6月

海の日
定
期
試
験

補講日

憲
法
記
念
日

定
期
試
験

定
期
試
験

み
ど
り
の
日

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

水

こ
ど
も
の
日

補講日

2016年3月25日現在

定
期
試
験

定
期
試
験

定
期
試
験

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習

補講日

乳
児
継
続
事
例
実
習

妊
産
婦
継
続
事
例
実
習



必修科目 担当者名の記号 ★：兼担教員、☆：兼任教員
担当者名は、助産学専攻科選任教員を除く

１月

5 12 19 26 2 9 16 23 30

月 １ 国際助産学（★武井）国際助産学（☆粉川 国際助産学（☆小川） 国際助産学（☆山本）

＜１ 3 5 6

2 国際助産学（★武井） 国際助産学（☆山本）

2 4 7>

3

4

5

6 13 20 27 3 10 17 24 31

火 1 暴力虐待防止論

4

2 暴力虐待防止論

5

3 助産学研究 助産学研究

＜１ 2 4 6

4

3 5 7＞

5

7 14 21 28 4 11 18 25 1

水 １

2

3

4

5

8 15 22 29 5 12（みなし月） 19 26 2

木 1
暴力虐待防止論（★
久田）

暴力虐待防止論（★
大塚）

2 6

2 暴力虐待防止論
暴力虐待防止論（★
久田）

暴力虐待防止論（★
大塚）

＜1 3 7＞

3
思春期支援論
（★奈須）

思春期支援論
（☆川島）

思春期支援論
（☆川島）

思春期支援論
（☆川島）

＜1 3 5 7＞

4
思春期支援論
（★奈須）

思春期支援論
（☆川島）

思春期支援論
（☆川島）

2 4 6

5

9 16 23 30 6（みなし水） 13 20 27 3

金 1 助産管理学 助産管理学 助産管理学

＜9 11 13

2 助産管理学 助産管理学 助産管理学

10 12 14＞

3 生殖遺伝学（☆竹下） 生殖遺伝学（☆小笹） 生殖遺伝学（☆鈴木）

＜1 3 5

4 生殖遺伝学（☆竹下） 生殖遺伝学（☆小笹） 生殖遺伝学（☆高橋）

2 4 6

5
生殖遺伝学（☆小
笹・☆鈴木・☆高橋）

7＞

10 17 24 31 7 14 21 28 4

土 1
2
3 補講日 補講日 冬期休業 補講日 補講日

4

5

乳児継続事例実習

妊産婦継続事例実習

分娩介助実習

助産所実習

実習

冬期休業

冬期休業

１２月

2016年度 上智大学 助産学専攻科 時間割 秋学期

冬期休業

成人の日冬期休業

冬期休業

冬期休業

2016年3月25日現在

冬期休業

天
皇
誕
生
日

冬期休業
乳
児
継
続
事
例
実
習

助産所実習報告


